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大地原豊先生御逝去

本会顦問大地原fi先生（京都大学名耷教授）は、 

本年2 月8 日碑入院先の病院で;&性心不全のために 

逝去された。

先生は昭和58年の本会再建に当たって中心的なS  

割を果たされて以来、昭和63年の第5 回日仏シンポ 

ジウムの京都部会（『中央アジア諸言I吾 文 ) の 

開催に献身されるなど、その稀有の悄然によって本 

会の活動を支え、統く世代の育成に当たってこられ 

た。

余りに突然に我々のもとを去られたことは、先生 

5こふさわしい振舞いとも言えようが、寂寥の感はい 

よいよ深い。ここに謹んでご冥福を祈り、先生を锶  

ぷ文章を収載する。

「追 憶 」

島田虔次

私が大地原君と始めて310あったのは、今を去る 

45^のむかし、昭和22年の春のことであったと思う. 

静岡県清水市の郊外駒越という部落に東海大字とい 

うのが開校され、そのバラックの職貝宿舎に彼が訪 

ねてきてくれたのである. 私たち夫婦は、前年五月 

の予枓開設と同時に赴任して来ており、彼はそのー 

年後.英語の非常動講師としてやって来たというわ 

けで、たぶん字部を辛業して大字院に入ったばかり. 

もちろんまだ独身であった.しばらく職貝宿舎に起 

居して授業をこなしては京都に帰ってゆくという風 

で、決して常駐して日々学生とつきあっていたとい 

うわけではないが.何分にも字生と年令的に近かっ 

たし、夜などしょっち* う学生が遊びに来ていて、 

賑かであった. 当時職員宿舎で字生の出入がfcっと 

もはけしかったのは地理の川喜田ニ郎君（やがてKJ 

法やネパ- ル調査で有名、マグサイサイ賞受寊 ）の

部屋であったが、大地原君の部屋はそれに次いでい 

た. 今の上智大学教授藤村道生君（日本史）も常連 

の一人であったように覚えている.

東海大字の前身は、電波專門字校、ついで肮 空専 

門字校という逋信省傘下の理抖系字校で.設立者(校 

長？）は松前重a 氏 . 今日では政治家、柔道界の名 

士として知られるが、当時われわれが知っていたの 

は無装荷ケ- ブルの発明者たる工学博士,通信官僚. 

内村鑑三門下のクリスチャン、デンマークの国民高 

等字校制度に傾倒していた熱血漠的教育理想主義者 

•••.但しあたか公職追放中であった•敗戦に慼 

ずるところがあった氏は、文科系に重点をおいた総 

合大学（氏のいわゆる「歴史哲学を中核としたj 総 

合大字）の創設を決意し、専門字校とは全然別の地 

に先ず予科から始めたのである.松前氏の相談相手 

が京大の足利惇氏先生（いうまでもなく大地原君の 

大字での業師）であった関係で教官は、特に文科系 

教官は予科長相原信作先生（三高時代の恩師）以下 

京都から行った人が多かった•西洋史の兼岩正夫氏 

(のちに東京文理大教授）もその一人で、はじめの 

間は郷里の掛川から汽車で通っていた.温厚篤実の 

見本のような人で、病氕 臥床の歲 月が長かったせい 

で、大字は私と同期ながら私よりは大ぶ年長であっ 

た. 大地原君の方は圭角稜々、人物批評に於いて 

なかなか辛辣であったが、その彼の兼岩氏に対する 

心服は大変なもので.しょっちゅう話題に上せなが 

ら、一言半句の激辞をも聞いたことがない.幼くて 

両親を喪った同君は、兼岩氏を父親のように思おう 

としていたのではなかったか、私は今で時々そう 

いう気がすることがある（のち，結婚のさいの仲人 

をたのんだ）♦

何しろ時代は敗戦直後の大混乱時代であり. I*論 

の種には事欠かず、ガランとした会18室では.来る 

日b 来る日も甲論乙駁の論戦が展開されていた.教 

官の個人研究室、字科研究室というb のが全然無か 

ったので.字校に出て来た人たちはこの大会議室に 

腰を落ちつける以外、どうしようもなかったのであ
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る. いわんや我々にはまた、選ばれてやって来たの 

だ、新しい大字を削るのだ、という自負があった. 

これが一部の人々（意外にも自称他你のコミュニス 

トに多かった）には逆に、たかが都落ちして来た連 

中、とfc、字生を煽動するハタ迷惑な連中、ともう 

つったらしい.この喰いちがいがいろいろな問題を 

派生させて、結局我々の総引上げとなるのであるが. 

それは後の話一大地原君はどちらかというと保守 

的な議論、たとえばデモクラシ-に対する懐疑論な 

どを展開して、舌鋒はなかなか銳 かった.三高のこ 

ろ習った深瀬基寛先生ゆずりのマシュウ.ァ-ノル 

ドが、時々顔をのぞかせたように記憶している.特 

に印象的であったのは彼が、現代史的な事件、つま 

り物心ついてから我々が新聞ラジオなどで知らされ 

てきた重大な政治的社会的事件について実に鮮明な 

記« を保持していて，議論の際縦横に言及したこと. 

主張には一向納得がゆかぬ場合でb 、その点だけは 

全くシャッポをぬがされる感じであった.これは彼 

において後々まで変ることのなかった「特技j であ 

って、戦後史についても、何かの大労働争I» . 政権 

交替劇、外交交渉などの傾末を、その時誰がこう云 

った、その時誰はこういう手を打った、と.まるで 

たった今新聞で（時にははるか海彼のル•モンド紙 

で）铳 んだところだといわんばかりの調子でメンシ 

ョンするのである.歴史家の癖に記憶力コンプレッ 

クスに悩んでいる私は、彼こそ「歴史家になるべき 

だった」と何度慨款したことだろう.

私が京都へ滞って来たのが24年四月、それから半 

歳の失職ののちその年の基に人文研に職を得たので 

あるが、その間お互に生活の為に忙しく.ひんぱん 

に行き来するという程ではなかった.私が北白川の 

人文研に個人研究室をもらってからは、彼としても 

そのたまり場たる文字部図書室から程速からぬ位置 

に手頃なだぺり場所が出来たというわけで、割合ひ 

んばんに訪ねてくれた.特にこのんで取り上げた話 

題があったわけではないが、私が高等学校が文丙出 

身であった関係で、フランス語のことをよく聞かれ

た• |■それは多分こういう意味だろう」と云ってb 

なかなか肋弁してfcらえず、私の一番弱い文法論に 

引きずり込まれて目を白黒させられた.今から考え 

ると、よくもまあ人の悪い、あのフランス語の遂人 

が.といまいましくなる. このあと、ガリオア留字、 

フランス、インド留字などがはさまり、そのうちに 

パリ留学どうしのアメリカ人E . S .氏を連れて来て. 

いわば私に押しつけた形になったが、この男はそれ 

以前にも以後にも見たことがないほど傲慢な男で、 

研究所には若い女性たくさん居るのに.夏になる 

と上半身裸体でのし歩いて教授会から「注意J を 

受けた0 、古本屋店頭での執拗な値引交渉を大地原 

君に強要して大地原君を怒らせたりしていた.この 

男はバリ（シノロジーのメッカ！）でシノロジ-の 

学位をとったことが大自慢であったのだが、我々の 

それに対する敬意が不十分と感じたらしく、遂に或 

る日私と大衡突をしてしまった.そのことを大地原 

君に報告したとき、同君がどういう態度を示したか 

うまく思い出せないが、同君の追憶となると、どう 

しても此の男のことがセットになって思いうかんで 

くるのを禁じえないのである. この男は後年、私が 

病気で長期欠席中、再度研究所へ留学を申請したが. 

教授会から拒否せられた由である.その後の消息は 

誰も知らないらしい. 私は、植民地経営全盛時代の 

白人、というと、いつもこの男のことを連想する.

こういう思い出にふけり出すときりがなくなり、 

全く惘然としてしまう。あまり共通点は無さそうな 

のに何処で気が合うのだろう. と家内がよく笑うが. 

万事がアバウトで確信というものを欠いている私と 

確信のかたまりの如き大地原君、たしかに第三者か 

ら見たらそう見えたかもしれない. 一度た"け□論に 

なり同座していた奥様を慌てさせたことがある.直 

後にわざわざ電話をかけて来て遺憾の意を表したが. 

こちらはそれ程シリアスに受け取っていたわけでは 

なかった.

私が退官して以来は、当然のことながら会う機会 

はうんと少なくなった. 四年前、文字部博物館の開
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「大地原豊先生を悼む」

福井文雅

館パ— ティーの席で彼が，西門からのわずかなスロ 

- プが耐えきれないほど患苦しいと云った時、以前 

何かの折に彼から肺氕 M だときいていたのを.本気 

に意識せざるを得なかった.やがて私は電話一ご 

くたまにしかかけることはなかったが一をかける 

ことを自らに禁ずる決'！:、をした.それは電話口に出 

た彼の息づかいがあまりに切迫していて、た 、-ごと 

とは思えなかったからである.一昨年の春であった 

と思うがー度会おうではないかということになり、 

彼は四条寺町角の三高会館を指定して来た.それは 

彼が傾倒して通院していた名医某氏からの帰途に. 

便宜な場所であったからである.その時はとりとめ 

もない話題を殆んど三時間ちかく b ぶっつづけにし 

ゃぺって別れたのであるが、最後に私がコ- ヒ-を 

注文したとき、彼は缶ビ一ルを注文して私をびっく 

りさせた（そう云えば会話の途中もしばしばタバコ 

を吸っていた）• 別れに臨んで.来年fc此処でこう 

して会おうと約束したが. 直前になって.とてもそ 

の気力がなさそうだ、と云って中止のハガキが来た. 

それで結局. 十一月末の文字部名誉教授懇談会で. 

ということになったが、今度は私がこの会に欠席す 

ることになったのでそのことを通知した際、いずれ 

その内こちらからお訪ねする、とつけ加えておいた. 

それを一日のばしにのばしているうち、本年二月の 

始め家内の方に来客が予定され.私が家に居ない方 

が好都合という事情があったので、それを好いきっ 

かけに. 彼を見舞うことにした.多分お宅に伺うの 

は二十年ぶりに近いと思うが、ペルを押しても誰も 

出て来ない. しばらく近所をぶらついて、も一度 

どってみた時. ちょうどその時，大地原君の遺体が 

奥様お嬢さんお妹さんなどにまもられて、タクシ一 

で病院から帰って来て、 表に とまったのである. 部 

屋に床をとって安置せられた彼のからだは、まだ暖 

かかった.
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件は、私も即刻念頭に上しました次第で、単刀直入、 
結論から申し上げます.一ここはどうしても学兄 
御自身に会長戰を引受けて頂かねばなりません.一 
(中略）私自身は 10<mの歩行も:E m ない身、 （云 
々）j の文面であった。健康上の理由から「引退し 
たいj とまで言われたが、また例の逆説だろうと間 
き流し、逆 に 「評議員j か ら —顳問J になって戴き、 
これから一層御協力も御指導も戴かねばならない時 
の急逝であった。
人は意外に思われるかも知れないが、先生はしば 

しば私に抜刷を下さった。例えば、Lin Li-kouang 
の Dharma-samuccavaのサンスクリット•テキスト 
についての御考察（1982. Torino)がそれである。 
Lin Li-kouangはドミエヴィル先生が終生その早世 
を惜しんでおられた中国人親友で、そのダルマ•サ 
ムッチヤヤ（一譯が î正法念處經J ) の研究は、 ド 
先生の弟子であるde J o n g ド•ヨング教授の補逍 
に受け継がれていることは学界周知である。そう言 
う因縁から、先生は抜刷を下さったに連いない。
今から思うと、つまらぬお返事を差し上げたので 

先生はさぞかし笑止であったろうが、先生の検討さ 
れた箇所は私所有の林黎光の原本に書き込んである。

そのように、学問でも（多くは豚に真珠ではあっ 
たが）先生に恩恵を蒙っている。ふと、génieと言 
われた大地原先生にサンスクリットを学んでみたか 
ったな、とさえ思う。大地原先生は怖い、厳しい先 
生であったらしいが、もしも先生から習っていたな 
らば、私の研究内容もかなり変わったものに成った 
かも知れない。

話は最初に戻って、私が出棺をお見送りして帰京 
した翌日、先生から次のようなお葉害が届いて、思 
わず息を呑んだー 
r告 別 の 辞  8 —  2 — 1 9 91

多年の呼吸障害の末に、本日 1 3 時 1 4 分、彼 
岸に命立ちます。思い残す所の無い一生でした。 
その何れかの厣 面にて貴台より賜りました御厚情 
に、深く深く御礼申し上げます。

なお、葬送あるいは追悼の行事は、一切これを 
望まずと遠族に申し伝えております。

では、一足お先きに.......
大 地 原 S  
(自署） J

年 • 日時は後からの*き込みであるところから見 
ても、早くから觉 悟の用意であったのだろう。誰に 
でも出来ると言う用意ではない。 『中外日報J) 2 月 
2 5 日号の社説は、全面この！■告別の辞』に充て、 
「この見事な死〇否むしろ見事な生と言うべきか。

J とISえている。
前掲の rダルマ.サムッチヤヤj 研究は、 r佛教 

に関する全ての物事に私は無関心で、且つ全くの無 
知であるにも拘わらずj の 文 （フランス語）で始ま 
っている。 しかし、先生は元来が仏門の出で、法衣 
を纏ったこともある、という噂を私は間いている。 
告別の辞にも「彼岸に旅立ちます。j の文があり、 
仏教と全く無縁とは思えないが、先生が葬送あるい 
は追悼の行事を望まれなかったのには、やはり先生

独特の深い含意があったのでは？ などと想像する 
のである。その意味で、この様な追悼の拙文を辍 っ 
たことを、在天のa もお許し下さるであろう。

それにしても、先生は多くの良い、優れたお弟子 
を持たれた。それは御葬儀の席上、はっきりと私に 
は目擊出来たことであった。先生の私への私信には、 
自分の周りに優れた弟子のいる誇りと春び、学生の 
進歩が趙しいと私に語る文が、 しばしば含まれてい 
た。その方々が、多く本学会の会員である。先生が 
愛された本学会も、そう言う先生の愛弟子が居る限 
り、更に発展するに連いない。
先生には、いつまでも愛護の眼差しを我々全会員

に注がれますように---- 改めて御冥福をお折り
申し上げます。

「大 地 原 豊 先 生 の  

御 逝 去 を 悼 む 」

御牧克己

大地原先生は、1991(平成3 ) 年 2 月8 日 （金） 

午後 1時 14分、水無瀬のご自宅近くの丸茂病院にて 

お亡くなりになった. 持病の肺氕 腿が悪化して6 日 

に入院されたわずか2 日後、急性心不全にて急逝さ 

れたのである.先生のお教えを受けたfoのの一人と 

して私の心は深い悲しみに閉ざされ哀悼の言葉すら 

ないのであるが、ここに、これまでに断片的に執筆 

する機会のあった先生のご経歴を整理して出来る限 

り遗 漏のない形で残し、さらに先生の思い出を少し 

付け加えて追悼の記としたい.

大地原豊先生は、大正12(1923)年 3 月丨6日京都市 

にお生れになり、京都一中、三 高 （文科、甲類）を 

経て、昭和17年 10月京都帝国大学文学部文字科（梵 

語梵文字専攻）に入字、同22年 3 月同大字同字部を 

卒業され、大学院在籍中昭和26年から同29年までガ 

リオア人事交流計画留学生、フランス政府給費留字 

生、インド政府給货 留学生の試験に相次いで合格さ 

れ、順次アメリカ合衆国のペンシルヴュニア大学、 

フランスのバリ大字およびインドのプーナ大字に留 

字された. 当時のご同僚の話では先生はr留学試験 

場荒らし」の異名で呼ばれておられたという.ご留
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字中特にフランスでは、パリ大字のルイ.ルヌ- 

(Louis Renou) 教授に師事してサンスクリットの文 

法字文献の研究を開始され、生涯の研究の基礎を固 

められた. 帰国後は閬西日仏字館講師、京都大学非 

常助講師、関西大字専任講師を経て、昭和32年 5 月 

京都大字文学部助教授に就任、昭和47年 8 月には教 

授に昇任して梵語学梵文字講座を担当され、昭和61 

年に停年退官され、名誉教授の称号を受けられた.

フランスへは上の留学を別にすれば合計三度研究 

留字 •出講された. 先づ昭和39年11月から40年4 月 

まで読売奨学金を得て渡仏されルヌ-先生との共同 

研 究 （Kâéika-vrttiの仏訳注：Paris, 1960. 1962, 

1967)の第三巻の出版原稿完成のため、第二回は、 

昭和4没申11月から4 6 # 3月までオートゼチュ-ド 

(École Pratique des Hautes Etudes) 第四セクシ 

ョンで、パーリ語の文法書Saddanitiを講じられ、 

昭和60年11月から61年 1月まで、コレ一ジュ•ド•フ 

ランス（Collège de France)でインド独白劇（bha- 

〇a) Madanasamjivanaを講義された.特に先生のコ 

レ- ジュ•ド.フランスでの講義の様子は彼地で実际  

に講義に出席した中谷英明君の追悼記に詳しいこと 

と思う.かくしてフランスを中心とした国際字術交 

流の大きな貢献により、昭和52年フランス政府から 

Palmes Acadéniques (Chevalier扱）斯韋を受賞さ 

れ.昭和59年 Société Asiatiqueの名誉会貝に選ば 

れ.平成2 年6 月29日にはフランス字士院（Institut 

de France)碑文.文芸アカデミ- (Académie des 

Inscriptions et Belles-lettres) の外国人客員会 

員 （correspondant étranger) に選ばれるという数 

々の栄誉に輝かれた.

先生の研究業續については、日本が世界に誇るぺ 

きインド学者と、先生がご生前ロ姪のように絶賛し 

ておられ、ご逝去の最後の瞬間までその連帯意識に 

支えられておられたご同僚でありご親友であった東 

京大字名誉教授、原実先生によるネクロロジ-が 

Indo-丨ranian Journal並びに「南アジア学会」誌 

に掲載される予定であり、最適任の専門家による的 

確且つ周到な紹介に譲りたい. ここでは、 「通信」

の統者並びに専門外の统 者のために、先生が残され 

た一般向きの書物のみを紹介しておきたい. 尤も、 

先生は生来の本格的な研究者であられたので、所謂 

— 般向けの* 物はほとんど手掛けられなかった.例 

えば、先生によるパーニニ文法の和訳解説のような 

ものを残しておいて欲しかったと思うのは恐らく私 

— 人ではなかろうと思われるのだが.そういうこと 

を申し上げるといっfo決まって大目玉を食らうのが 

落ちであった. 私の知る限り、先生が残されたいわ 

ゆる一般向けの» 物は三点ある. 第一は、中公の世 

界の名著2に収録された「ミリンダ王の問いj (抄 

訳）. 第二は岩波文庫に収められたr公女マ-ラヴ 

ィカ一とアグニミトラ王J . 古典サンスクリット文 

芸の最高峰をなすKaiidasa (4世紀末）の三劇作の 

内ニ作（いづれも本邦初訳）が擬古文綢の見亊な詡 

訳にて収められている. 第三は、絶筆となったイン 

ド文字史上例の少ない政治刺、ViéSkhadatta ( 6 世 

紀末）作 Mudrârâksasaの詡訳であり、 r宰相ラ- 

ク シャサの印章- 古典サンスクリット陰謀劇-J と 

題して先生のお誕生日である3 月16日に東海大学出 

版会より刊行されたばかりである. 本の麻には「原 

実氏との久しき連帯感に立ちっっ、故辻直四郎、田 

中於菟彌両先生の» 霊前に捧ぐ」とある.同害の再 

校正が6 日のご入院直前に到着、二日間は病院の棚 

に放置してあったのを. 8 日の朝に物に憑かれたか 

のように校正を始められ一気に終えられるとお休み 

になられた.急逝されたのはその午後のことであっ 

たから虫の知らせとでもいうのであったろうか.あ 

とがきの日付は3 月16日と.なっていて奇妙に思われ 

る向きがあるかfoしれないが、ご生前，誕生日に出 

版されることを希って自ら日付を記入されていた先 

生のご遑志を出版者の方が生かされたとのことであ 

る. この書物は大字紛争さ中の昭和44年、当時嵐山 

にあった先生のご自宅で寺子屋式に数名の字友と共 

に読んで頂いたものである点、私にとって特に感慨 

深い.

私が大地原先生に初めてお目に掛ったのは、昭和 

41年、初級サンスクリット文法の授業でであった.
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今思えばこの年の夏に先生はルヌ-先生を亡くされ 

た （f細：1966#8fll8B> .先生の文法の授業は、喵 日 

は何時だったか記憶が定かではないが、遇二回、朝 

の第一講時目に行われていた.毎年最初の授業の時 

には十数名の受講者があったが、年度末にはニ.三 

名に滅ってしまうのが常であったらしい.私が受講 

していた年も例外ではなく最初十名以上いた受講者 

も年末には僅か三名に滅っていた. 生き残り組は， 

当時東洋史の博士過程におられた間野英治さん（現 

在京都大字文字部西南アジア史講座教授〉、浜田正 

美君（現在神戸大字文字部東洋史講座助教授）と私 

とであった. 先生は間野さんのことを「あの年で新 

しい語字を始めてこれだけ出来るのはただ者ではな 

いJ と絶賛しておられた.告白すると.私や浜田君 

は実は最後は脱落寸前だったのであるが.その間野 

さんに肋けられて何とか最後まで迪り着いたのであ 

る.次の年やはりこの三人のメンバーで読んで頂い 

た Sakunta丨S の授業は凄まじかった.我々三人が 

いくら予習していってb 、我々の予習の尽きたとこ 

ろからさらにさらに先を先生は涼しい顔で進まれる 

のであった.一度くらい先生の予習しておられない 

ところまで予習してやろうと頑張ったがこれはつい 

に徒労に終った.が、そうこうする内に我々はサン 

スクリットのドラマを読むことの楽しさと魅力に取 

り過かれ初めていたのである、

先生は授業中でb普通の会話の中でb 、相手に解 

ろうが解るまいがお構いなく、やたら外国語を、特 

に仏語を多用された.それに閉口して寺子屋と並行 

に日仏会館へ通い始めた私にある日先生は「どうせ 

やるならbourseをお受けなさいJ と仰った.恥を 

明せば、当時の私の仏語力はbourseという言葉の 

意味す6知らない程お粗末なものであったのだが、 

思えば先生のこの一言が私の生涯の方向を決定する 

大きな要因になったと云っても過言ではない.

先生はよく、日本人は「一点突破」しかない、と 

仰った•先生によれば、日本人はチンパンジー、ヨ 

一口ッパ人はゴリラであって、チンパンジーがゴリ 

ラに勝てるわけがないから.全面で張り合うことは

不可能で、勝てるとすれば一点にfocusして戟う 

ほかはない、ということであったが、あれた‘け語字 

力に患まれ、学識広い先生が仰るこの言葉には実に 

迫力があった. また、 「絶えざる下克上J というこ 

とをよく口にされた.学生は常に先生を追い越すぺ 

く心がけるべきであり、先生は自分を追い越す弟子 

を養成することを生き甲斐とすべきだ.というので 

ある. 実際先生が育てられ.現在国の内外の第一線 

で活躍している多くの研究者の数がこの先生の信条 

を具体的に示していると云えるが、しかし、この内 

の幾人が真に下克上を果たし得たかについては全く 

確信がない. さらによく耳にしたのは「主催者意識 

を持て」ということであった.講演会を開くときな 

ど常に主催者意識を持って討論をリ- ドされ、講演 

会後の想親会で一人ボツリと話題に加われない外国 

人留字生などが居ると先生は進んで声を掛けられ話 

に加わるようにし向けられた，

先生は一般にフランス礼賛派だと云えるが、単な 

る無批判な礼賛者ではなく、同じ土俵で徹底的に批 

判し同化.した上での礼賛者であった.フランスから 

研究者を招いて演習をして頂いたことがあったが、 

先生fc出席され、講師の先生が圧倒される程壮絶を 

極める白熱の議論を展開された.単なるお説拝聴式 

の礼簧とは余程異なることを痛感させられた.先生 

の日く、 「大地原先生はすごいと云ってもらいたく 

てやったのじゃない.こういう風にやらないといけ 

ないと示すためにやったのである」と.それ以後知 

人の外国人研究者が、京都へ講義に行く時は沐浴を 

して身を清め白衣を着て行かねばならない、と冗談 

とfo本気ともつかない顔で云うのに出合った時は実 

に偷 快であった.

先生はあの細いお身体の何処にそんな力があるの 

かと思われる程の勇気と信念を持っておられた.大 

字紛争の時、*突寸前のニ派のデモ隊の間に削って 

入って衝突を回避させようとされたことがあった. 

また、機動隊に逮捕される寸前だった教え子の字生 

に飛びついて逮捕から救われたこともある•四階の 

研究室で行われていたN 先生の授業に対する妨害を
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廊下で一手に引き受けて制されたこともある.教授 

会押しかけ団交の時2時間10分にわたる演説をぶっ 

て字生達を呆れさせたことや紛争中の壁の落省きに 

I■沈黙は教授への道- X  j などと諸教授の頭文字と 

共に省かれた揶揄の中に見い出された「沈黙は不可 

能 - O J というのは紛れもなく先生を指して«かれ 

たfcのであることなど当時を知る者達の間では今で 

も語り草になっている.

先生は毒舌家で人物批評なども持に辛辣であった 

が . その一方で、実に浪速節的な暖かさを持ってお 

られた. 私の一年後«に当る今は亡き土橘恭秀君が 

インド留学から帰って来た時、すぐに就職がない彼 

が可愛そうだといってわざわざ空港まで迎えに出ら 

れた. また、彼の遗 稿を立派な論文に仕上げて国際 

サンスクリット字会誌Indologica Taurinensia10 

(1984)に揭載された.こういう細かいいたるところ 

に我々は先生の教え子に対する暖かいいたわりと深 

い愛情を強く感じたのである.

しかし、先生には変におせっかいなところもあっ 

た. フランス留学の試» を受ける前、先生はインド 

字の先生方の推薦状と並んでドミエビル先生の推薦 

状をb もらって下さった.私のド先生に対するお礼 

の手紙は友人のフランス人agrégéに直してfcらっ 

たので大変立派なフランス語になっていたそうで、 

その旨誉めて下さったト•先生のお便りに先生は早速 

返事され、 「あの手紙はagrégéが直したから立派 

なので、本人の仏語はまだ実に下手くそである」旨 

伝えられた. 同時に私にもその旨伝えられ、 「あな 

たが向こうへ行ってから困るといけないから本当の 

ことを伝えておきましたよJ と仰った.私は感謝の 

氕 持ちと「余計なことを！」という気持ちの交箱し 

た実に複雑な^：、境であった.

2 月18日の午後、大字で庶務掛から先生のご逝去 

の報を受け、動転した頭で即刻お宅へ電話すると電 

話ロに島田先生が出られた. さすがは島田先生、も 

う駆け付けられたかと思いの外、亊実はb っと劇的 

であって、島田先生ご自身の「追值 」に詳しい.ご 

遺言によると，葬儀 •告別式は行わないとのこと.

為すべきことと為すぺきでないこととがキチンと整 

理されて庶務掛とご遗 族とに残されており.残った 

者に負担をかけないという先生のいたわりと個人主 

義とが徹底しているように思われた. とりあえずœ  

け付けて，何かしたいが何をしてよいのか解らない 

というなんともやるせない我々の気持ちは、私の常 

々尊敬する友人の支那学者が中外日報<9丨.2.25>に 

見事に代弁して下さっているので参照願いたい.

私は仏教字を専門とする者であり、大地原先生の 

ご専門からは傍系になる. 専門の領域に於ては、大 

地原先生に優ると劣らない秀れた師匠に恵まれた 

のではあるが、しかし、もし大地原先生に出合わな 

かったとしたら、今日の私は存在しなかっただろう 

と思う.専門家ばかりでなく専門家以外にも多くの 

彩響を残されたこの偉大なnaître spirituelのご 

重前に深く額づき.この身に受けた恩を深く謝しつ 

つ、ご冥福を祈るのみである.

「大地原豊先生を傯ぶ」

中谷英明

大地原« 先生は、本年二月八日、肺気腫のた 

め逝去された• 学問一筋にa 進なさり、六十七 

才のむしろ短いご一生のうちに稀に見る大きな 

足跡を残して倉卒として逝かれた，二十年以上 

に亙って親しく教えを受けた者としては万感胸 

に迫って言葉もないのであるが、思い浮かぶま 

まに先生のご足跡の一端を提って永別のg 葉と 

したい》

先生のご専門は、古代インドの文典家パーニ 

ニ （紀元前四〜五世紀〉の著したサンスクリッ 

卜文典"AetSdhyâyr、ならびにその全体に対す 

る最古の直接注釈” KSéikS-vrtti" のご研究で 

あった* 言うまでもなく1■パ一ニニ文法」は、 

「ヴx —  ダ文献J と双S を成す古典インド文化 

の« 華である•その一方の壁に日本人として初 

めて挑戦され、そして国際学界全体を通じて前 

人末路の离みを極められた•古代インド人が言
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語 分 析 に お い て 見 せ た 冴 え た 手 腕 は 、 先 生 の 人  

並 は ず れ た 悄 熱 と 能 力 に よ っ て 初 め て 解 き 明 か  

さ れ た と 言 え る だ ろ う 。

先 生 は 若 き 日 、 1951年 よ り ガ リ オ ア 人 事 交 流  

計 画 に よ っ て ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア 大 学 （ア メ リ カ ） 

フ ラ ン ス 政 府 給 # 留 学 生 と し て パ リ 大 学 （フラ 

ン ス ）、 イ ン ド 政 府 給 費 留 学 生 と し て ブ ー ナ 大  

学 （イ ン ド ） に 各 一 年 間 、三 年 間 の 留 学 を 果 た  

さ れ た 。ペ ン シ ル ヴ エ ニ ア で は N . ブ ラ ウ ン 、

S . K  . チ ャ タ ジ ー 、 ノn• リ で は L . ル ヌ ー と い  

う 斯 学 の 泰 斗 に 師 事 さ れ 、 ま た ブ ー ナ で は R. 

N . ダ ン デ カ ル 、 C. R . デ シ ュ バ ン デ 等 の 先  

轚 、友 人 を 得 ら れ た 。真 » な お 人 柄 と 抜 群 の 知  

力 に よ っ て こ れ ら の 字 匠 に 深 い 印 象 を 与 え て 帰  

国 さ れ 、 亡 く な る ま で 交 流 を 大 切 に さ れ た 。

就 中 L . ル ヌ ー 教 授 に 対 す る ご 敬 慕 は 格 別 で  

あ っ た 。 そ れ ま で カ ー ヴ ィ ヤ （美 文 詩 〉の解読  

を 志 し て お ら れ た 先 生 は 、同 教 授 と の 出 会 い に  

よ っ て 「文 法 学 j と い う 天 職 を 見 い だ さ れ た の  

で あ る 。 ル ヌ ー 教 授 を 二 十 世 紀 随 一 の イ ン ド 学  

者 と し て 尊 敬 さ れ 、 一 方 ル ヌ ー 教 授 も 先 生 を  

「天 性 の 文 法 学 者 j と 高 く 評 価 し 、 大 地 琨 先 生  

の よ う な 弟 子 を 持 て た こ と が 生 涯 の 喜 び で あ っ  

た と 告 げ て お ら れ る 。 こ の よ う な 両 者 の 理 想 的  

師 弟 関 係 は 、 大 地 原 先 生 が 大 切 に 保 管 さ れ た ル  

ヌ 一 教 授 か ら の 二 百 通 に な ん な ん と す る 夥 し い  

畲 翰 に つ ぶ さ に 伺 う こ と が で き る 。

先 生 の 文 法 学 研 究 は 、 も ち ろ ん 現 代 イ ン ド の  

パ ン デ ィ ッ ト 迄 連 綿 す る 土 着 文 法 の 伝 扶 を 無 視  

す る こ と は な く 、 現 存 す る 全 て の 注 釈 書 を 参 照  

し て 考 慮 に 入 れ る も の で あ る •そ の 限 り に お い  

て 自 ら 称 描 さ れ た 「イ ン ド 学 の 正 道 」を 歩 ま れ  

た • こ こ に は ル ヌ ー 教 授 直 伝 の フ ラ ン ス • イ ン  

ド学、 さ ら に 言 え ば 十 九 世 紀 に 大 成 さ れ た 西 洋  

古 典 文 献 学 の 手 堅 い 批 判 の 手 法 を K め る こ と が  

で き る 。

し か し 先 生 の 学 問 の * 大の特担 ;はここに留ま  

6 ず 更 に 一 歩 を 進 め ら れ た こ と で あ ろ う ，決し 

て 土 着 注 の 正 確 な 理 解 の み で 事 足 れ り と は な さ

6 な か っ た の で あ る 。パ ー ニ ニ 没 後 ニ 千 数 百 年  

の 伝 承 を 経 た 写 本 は も と よ り 、 数 世 紀 、場 合に  

よ っ て は 一 千 年 紀 の 後 に 世 に 出 た 諸 注 釈 家 に と  

っ て も ま た 、 当 初 の 体 系 が 既 に 部 分 的 損 《 •歪  

曲 を 来 し て い る こ と が あ 0 、 そ の 際 に 彼 ら が 付  

した《 々 な 糊 塗 や 牽 強 付 会 を 見 抜 い て 体 系 本 来  

の « f âを 明 か す こ と 、 こ の こ と に 先 生 は 情 熱 を  

傾 け ら れ た の で あ る 。 こ の 「真 実 発 見 の 窖 ぴ j 

を 欠 く 研 究 に は 、 そ れ が い か に 大 が か り で あ っ  

て も 決 し て 価 値 を 認 め ら れ な か っ た 。

こ れ は 東 大 動 物 学 の ご 出 身 で 、 イ ン ド 古 代 医  

学 軎 rス シ ュ ル 夕 j の 和 訳 を 完 成 さ れ た ご 父 君  

大 地 原 誠 玄 氏 の 薫 陶 に よ る も の か も 知 れ な い 。 

土 着 注 釈 を 親 り に 医 学 書 に 見 え る 植 物 の 同 定 に  

心 血 を 注 が れ た 誠 玄 氏 自 身 も 、 当 時 の 日 本 の イ  

ン ド 学 者 の 水 準 を 抜 い て お ら れ た の で あ る が 、 

同 定 成 功 の 喜 び を 幼 い 子 息 に 繰 り 返 し i吾られた 

と い う 。

1954年 、米 •欧 . 印 の 三 大 陸 を } !っ て 帰 国 さ  

れ た 先 生 の 目 に は 、 京 都 の イ ン ド 学 に お け る 国  

際 的 視 野 の 欠 如 が 余 程 大 き く 映 じ た ら し い 。東 

大 の 辻 直 四 郎 先 生 と 出 会 う た め に は 、 地 球 を 一  

周 し て 来 な け れ ば な ら な か っ た と よ く 嗅 息 さ れ  

た 。 辻 先 生 と の 対 面 は 東 京 日 仏 会 館 学 長 と し て  

赴 任 さ れ た ル ヌ ー 教 授 の 仲 介 に よ っ て 初 め て 実  

現 し た の で あ る ，

京 都 を 世 界 の 田 舎 に し て は な ら な い と 考 え ら  

れ た 先 生 は 、学 生 の 育 成 に も 心 を 砕 か れ た 。帰 

国 早 々 、 服 部 正 明 、探 山 雄 一 両 先 生 ら と 語 ら い 、 

京 都 大 学 の 梵 文 学 、 印 度 哲 学 、仏 教 学 の 三 I«座  

を を 一 つ と す る 「イ ン ド 学 教 室 」を 成 立 せ し め 、 

学 生 を 世 界 の 主 要 な イ ン ド 学 者 の も と に 次 々 と

送 り 出 さ れ た -----D.H.H.INGALLS (Harvard),

van BUITENEN (Chicago), D. PINGREE (Brown), 

S.K.CHATTERJI (Calcutta), H.BERGER (Heidel­

berg), W.RAU (Marburg), K.HOFFMANN (Erlan- 

gen), J.D.M. DERRETT (London), C. CAILLAT, 

K. BHATTACHARYA, P. FILLIOZAT (Paris)。そ 

の 結 果 、 こ れ ら 各 専 門 に お い て 国 際 学 界 を リ ー
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ドする学者のもとで博士号を得て帰った学生だ 

けでも十指に余る•

殊に先生が親密な交流をお持ちになったパリ 

からは五名のPH.D.が《出し、うち三名が博士fâ 

文をコレージュ . ド • フランスから出版した， 

これらの数字は、インド学という弱小の学問頦 

域においては世界的に見て決して小さなもので 

はなかろう。こうして先生の晩年には世界中の 

インド学に関する悄報が、日々先生のもとに寄 

せられるように迄なったのである，

学生に対しては大変厳しかった。»習での和 

訊には« 細な正確さを求められ、完«無きまで 

に正されたから学生の緊張は常に極に達した， 

また綸文発表、留学生試K 、PH.D•取得、その出 

版と学生に次々高いハードルを示された》私は 

先生から数々のお叱りを受けたが、その最初の 

ものはあるソ速人学者が京都で講演を行ったと

きであった。それは加®九祚先生の巧みな通訳 

付きで、謂濱後私ともう一人の学生が芄鞋に日 

本語でH 問したが、これが先生の逆» に触れた。 

「加® 先生の教養を何と心得る》 J 二人は憤怒 

も顴な先生から一喝された。拙なくとも英路で 

食い下がる気概がないとは何事かというわけで 

ぁる。

四

ご自身の海外におけるご活a にも勿論人を瞠 

目させるものがあった。 |64年に”KSéikS-vCtti" 

執筆のため半年滞仏なさったのを皮切りに、’70 

年末から翌年にかけてはフランス外務省及びC. 

N.R.S.の招待によって三ヶ月間滞仏され、バー 

リ文法"Sad-da-nïti••を講じられた。’77年には 

パリの国際サンスクリット学会で発表された。 

この折りの発表は、あるヴ一ダ語形をめぐっ 

て当時の幹事長R.N.ダンデカル氏の説を否定す 

るものであったにも拘らず、当のダンデカル氏 

が激賞し、その推挙によって先生は同学会の則 

会長に进 出されなさった。’85年にはコレージュ 

• ド • フランスに招かれ、一ケ月間連続謂消を 

された• ’77年と’85年には私も«々ご謂筵に列 

することができたが、それは技巧的フランス語

を自在にK 使したみごとなもので、パリの学者 

も« 辞を惜しまなかった。

五

” KSâikS-vrtti"研究は1967年に第三巻を出し 

て以降、お統けにならなかった。それまで維持 

された水準が余りにも高く、和!練不可能と判断 

なさったのである•ルヌー先生が’66年に总 死な 

さったこともあったのかも知れない。

ここで先生がこれ以後統けられた仕事に言及 

するに当って私事に亙ることをお許し願えば、

’69年の大学紛争さ中に先生から手交頂いたのが、 

林S 光の通« をドミエヴィル、ルヌー両先生ら 

が整理 .出版された仏教詩菜” Dharnasamuccaya" 

第一卷であった。私はこれを材料に半年足らず 

で何とか卒業5Ê文らしきものを書き上げること 

ができた0

この”Dharnasamuccaya”の研究をその後先生は 

ご自分の「頭の体操J となさったのである。昨 

夏迄二十年間、私が二度に亙って滞仏した都合 

七年を除いて、そのサンスクリット文の見直し 

作業を維嫌された• 毎遇金《の午後三、四時間、 

韻律やチベット訳を調べてお相手をしたが、苦 

心の末に想到された各詩の復元原形をお示しに 

なるのを私はただ拝® するばかりであった。

先生は並外れて豊かな感性を持っておられた。 

サンスクリット詩の一》であろうと日常些事で 

あろうとすべてこの一筋の感性によって級られ 

た経験が、さながらモナドの如く整然と脳中に 

響き合っていたから、ある一事を思い出される 

のに途方もないところから想起を開始され、次 

々記«の糸を迪って全てを昨日のことのように 

語られることができた• ••Dharmasaœuccaya”研究 

においても、この超人的纪 憶の威力を十分発揮 

されたことは言うまでもない。

1977年に Palmes Académiques (Chevalier) 

章をお受けになり、’84年にはSociété Asiati­

que の名誉会貝となられ、’86 年京都大学を定年 

退官なさった。定年後の先生は»々自通の身と 

なられ、’89年 に 『公女マーラヴイカ一とアグニ
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ミ ト ラ 王 J 、今 春 に は 『宰 相 ラ ー ク シ ャ サ の 印  

章 J と い う 二 級 の 戯 曲 和 訳 を 上 梓 さ れ た ，

ご 定 年 後 に は 学 術 的 な 最 後 の 大 仕 亊 と し て 、

’88年 京 都 で 開 か れ た 第 五 回 日 仏 学 術 シ ン ポ ジ ウ  

ム r中 央 ア ジ ア 諸 言 語 文 書 j の 実 現 に 尽 力 さ れ  

た。 故 羽 田 明 先 生 と お 二 人 で 呼 び か け 人 と な ら  

れ 、 関 西 在 住 の anciens boursiers全 て の 参 加  

を 求 め て 開 催 さ れ た こ の 会 进 は 、発 表 • 討 論 の  

大 半 を フ ラ ン ス 語 で 行 う と い う 快 挙 で あ っ た が 、 

日 本 側 発 言 の 過 半 は 先 生 の も の で あ っ た 》

こ の シ ン ポ ジ ウ ム の 会 18録 ("Documents et 

archives provenant de l'Asie Centrale" ) も 

昨 春 刊 行 さ れ 、 そ の 頃 先 生 は 「"Dharmasamucca- 

ya"が 終 章 迄 完 了 す れ ば 思 い 残 す こ と は な い ，_! 

と 洩 ら さ れ た ，そ れ も 昨 夏 に 脱 搞 し 、 今 は 校 正  

刷 り が ロ ー ザ ン ヌ か ら 返 送 さ れ て 来 る の を 心 待  

ち に し て お ら れ た の で あ る 。 大 し た 貢 献 も な い  

ま ま 共 著 者 と し て 頂 い て き た 私 は 、 時 に は 辛 い  

こ と も あ っ た が 今 後 お 相 手 す る こ と が な い か と  

思 う と や は り 寂 し い 。

— つ ご 付 託 が 残 っ て い る 。先 生 が ル ヌ ー 教 授  

の 親 書 を 何 よ り も 大 切 に な さ っ て い た こ と は 先  

に 少 し 触 れ た が 、 昨 年 末 こ れ ら の コ ビ ー を 作 り 、 

オ リ ジ ナ ル を パ リ の イ ン ド 文 明 研 究 所 の 保 管 に  

託 す る よ う 願 わ れ た 。正 月 早 々 お 宅 に 伺 っ て 受  

け 取 る こ と に な っ て い た が 急 に 体 調 を 崩 さ れ 、 

遂 に 機 会 を 逸 し た 。 早 々 に ご 指 示 を 実 現 し た い  

と 思 う 。

先 生 は あ ら ゆ る 機 会 を 通 じ て 理 想 と す る べ き  

と こ ろ を 力 強 く 示 さ れ た 。 そ れ は い つ し か 学 問  

に 対 す る 私 た ち の 心 構 え の 根 幹 と な っ た よ う に  

思 わ れ る 。先 生 の » 神 は 多 く の 弟 子 に お い て 今  

も 脈 々 と 生 き て い る の で あ る 。 そ の ご 遗 志 に 沿  

っ て 、 今 後 も 微 力 を 尽 く し て 行 き た い 。 最 後 に 、 

先 生 を 師 と す る 亊 が 出 来 た こ と を 大 変 幸 せ で あ  

つ た と 思 う • Que l’â»e de »on repose

en paix!

学 界 消 息 cタイ〕

ロべ - ル•ランガ先生以後

石 井 米 雄

Les sources du droit dans le système tradi­

tionnel de l’Inde (Paris, 1967) の著者故ロペ - 

ル •ランガ先生は一般には古代インド法学者と して 

知られているが、 われわれ東南アジア研究者にとっ 

ては東南アジア伝統法研究の権威といったほうが通 

りがよい。 とりわけタイの伝統法研究はこれまでほ 

とんどランガ先生の一人舞台であったといっても遇 

言ではない。 ランガ先生と言ったが筆者は先生から 

直接大学等で教えを受けた者ではない•しかし四半 

世紀もまえにアメリカの雑誌に投稿したタイのサン 

ガ法にM する 猞 考 の 仏 訳 を Docunentations Fran­

çaises で読んだといって励ましのお手紙を頂戴して 

以来、ひそかに師と仰いでいるのでこう呼ばせてい 

ただくことにする。

今日タイの伝統法は 1 8 0  5年に現ラタナコ一シ 

ン王朝の始祖ラ- マ-世王の勅命によって箱裹され 

た 1■三印法典J という形で伝わっている。 こ の ®物  

の原写本は編* 後正本が 3 組、副 本 が 1組、 計 4 組 

作成されたことが知られているが、散逸して久しく 

その行方がわからなかった。19 0 8 年、 その一部 

がある者の手で某国の外交官に売却されようとして 

発覚した事件を契捸として政府機K による組雄的探 

査が始まり、 回収された各種の写本をつなぎあわせ 

てようやく写本の全貌があきらかとなった。1 9 2  

0 年代末から 3 0 年代にかけて、 ジ ャ ン .ビュルネ、 

ロベール•ランガというふたりのフランス人学者の 

手で、 「三印法典 j の校訂本作成の作業が開始され、 

1 9 3  8 年、バンコクのタマサート大学から出版さ 

れた。 これが今日もっとも格威のある「三印法典」

のテキストとして広く利用されている「タマサート 

大字本三印法典」である。筆者は昨年タイの歴史学 

者と日本のコンビュータ専門家の協力を得てこの刊 

本をテキストとした「三印法典のコンピュータ索引j

11



全5巻を完成し、バンコクで出版した：

Ishii, Shibayana, Aroonrut(eds.), The Coiputer 

Concordance to the Law of the Three Seals, 

Bangkok: Aaarin Publications, 1990.

ランガ先生は、 r三印法典」というテキス卜を用 

いてすくなくとも1 5 « の論文を著している。*だ 

英語で書かれた2 • 3 編の論文を除くと、非フラン 

ス語匾においてその先駆的業績の利用されることが 

すくないのがまことに残念である。しかしランガ先 

生 の タマサート大学での誚義をもとに出版された 

「タイ法制史全2卷_|の価値はタイ国内において 

きわめて高い評価を受け近年再版されたことは喜ば 

しい。同書は「三印法典」のテキスト研究をきっち 

りとふまえたほとんど唯一の「タイ法制史』である。

これまた残念なことなが6 、ランガ先生によって 

築かれた「三印法典j 研究はタイ国内、国外を含め 

ほとんどその後継者を見いだしていない。 それは 

「三印法典j という資料の価値が、一般にまだ十分 

に£2班されていないことと無関係ではない。その意 

味で「三印法典」をもちいてタイの賦役労»制研究 

の道をひらいた故力チ3 ン •スカパ一ニット教授や、 

そのa » をさらに精密化した社会学者アキン博士の 

ような例外的学者の存在は貴重である• 旧«Iタイの 

文化庁にあたる国家文化委貝会か’、前述した筆者ら 

の 1■索引』出版を記念して「《三印法典》とタイ社 

会」というシンポジウムをバンコクで開催したが、 

その会場にランガ先生の大きな写真が飾られていた 

のはさすがとM 心した•このシンポジウムでは歴史 

学、人類字、民族学、法制史など各分野から「三印 

法典J とその意》をめぐる報告があった。報告書は 

目下国家文化委貝会の手で》集中とM くが、これが 

出版されたならば、ランガ先生によって先鞭をつけ 

6 れた「三印法典」研究の重要性が、タイの伝統国 

家、伝統社会にW 心を寄せる幅広い研究者によって 

再確K されることになるものと期待されているが、 

できることならその一本を南モンパルナツス墓地に 

眠る先生の慕前に» げ、先生のお仕事がようやくタ 

イで芽をふき始めましたと報告したい気持ちでいつ 

ばいである，

第6 回日仏学術シンポジウムV* 9/23〜27〕 

『.霹者地:如2 文イ匕-^•の 

仏 教 の 迪 応 J

プログラム

報告 中谷英明

三年に亙って準«されてきた日仏学術シンボジウ 

ム 『諸地域文化への仏教の遄応J もいよいよ一月後 

に迫り、そのブログラムが明かとなったのでここに 

紹介したい• 9 月23日から27日までコレージュ•ド 

•フランスで開催される会通に於ける発表は、フラ 

ンス側15件、日本側9 件の合計24件が予定されてい 

る。詳細は次の通り。

なおこの他、別記のように9 月23日 （月）には中 

国学関係の、また25日 （水）には仏教学M 係の会議 

が （今回のシンポジウムとは別に）開催さ‘れること 

となっている。また9 名の方が日本から才ブザーヴ 

ァ一として参加される。

裡 3•日
レセプション

開会式

秋山光和” ün exenple d’adaptation de l’art 

bouddhique à la sensibilité japonaise: la 

descente d^Aaida (Anitàbha) dans le paysage 

local'

s月.？4日」;
Gérard FUSSHAN ML*iaplantation du bouddhisme 

au Gandhàra”.

中谷英明’les localités discernables dans les 

vers bouddhiques anciens”.

Anne VERGATI ^Bouddhisme et caste dans la 

vallée de Kathnandou”.

Mohan WIJAYARATNE MRites funéraires des boud­

dhistes cinghalaisH.

Georges-Jean PINAULT "Diffusion et adaptation 

des récits édifiants du bouddhisme d'après 

les textes tokhariens: narrration prosiaé- 

trique et version dramatisée".

庄垣内正弘”La diffusion des ternes boud- 

dhiqes chez les Turcs”.
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夕刻：Société Asiatique訪問• レセブシヨン（フ

ランス人文科学アカデミー常任«記Jean LECLANT氏

主催)

9 月.2•狙 ••(•水).
Yoshiro IHAEDA f,La bouddhisation du Tibet: 

l'adaptation du vocabulaire et des concepts 

bouddhiques indiens dans les manuscrits de 

Dunhuang'*.

御牧克己” Doxographie tibétaine”.

高田時雄 ”Le rouleau long chinois en écriture 

tibétaine de Ounhuang sur le dhyàna boud­

dhique**.

Pierre MAGNIN MLes prières avec éloges en fa­

veur de l'Eipereur et des fonctionnaires 

dans certains «anuscrits de Dunhuang**.

福 井 文 雅 "La fonction bouddhique des song 

(strophes) dans la littérature taoïste".

KUO Li-Ying "Autour d’un sùtra apocryphe chi­

nois sur la divination du karman.

京戸慈光”Etude des sùtra apocryphes chinois".

Louis GABAUDE ^Bouddhisne thaï et culture mo­

derne**.

François BIZOT ML'eabryologie et les descrip­

tions traditionnelles du dhaaBakàya au Cam­

bodge0 .

9月.？?日丄木).
坪 并 善 明 "Les études sud-asiatiques au Japon 

touchant en particulier le Bouddhisme”.

山折哲雄” Syncretic relationship between Shin- 

tô and Buddhisn.”

François MACÊ MLe Gengenshû, ouvrage shinto 

syncrétique*1.

Robert DUQUENNE "Quelques exeuples japonais 

d'acculturation du bouddhisae'*.

François GIRARD **Zeniyô: les avatars de la 

femme drasaon**.

Hartaut 0. ROTERMÜND MUn exemple de syncrétis­

me japonais: la chass à la bouddhéitéM.

Bernard FRANK ”Aœour, colère, couleur: varia­

tions sur Aizen-œyô6".

夕刻レセプション（於フオンダシ才ン•ユコ•一）

9月.2.?日丄欲).
フランク教授の案内によってギメ博物âlf見学

シャンティ_城博物館見学

レセプション（フランス学士院主催）

中国学会 g  9/23 (月）

前 田 繁 樹 "Syncretism of Taoism and Buddhisœ 

in Jiang-nan 江南 in the 4th Century."

三 浦 国 雄 "A Mutual Interchange aœong Bud- 

dhisn, Confuci&nisiD and Taoism in Mt. 

Tian-tai 天台山 ."

坂出祥伸 "Sun Si-miao 遜思貌 et le 

Bouddhism."

田中文雄 "The Development of the Esoteric 

Buddhist Liturgy in China.'*

山田利明 "The Repecussions of Buddhisn at 

Lingpao-Purificatiion S 宝资

仏■社■学会■歲 9/25 (水）

加 ®  純 章 "Les Sautrantika: traduction fluc­

tuante -----absence de 1 ecole de ce non,

mais présence de maîtres à titre indivi­

duel."

漆田典 一 "How does the Buddhism necessitate 

the uonotheistic idea of the God?M

オブザーヴァー参加者（abc頫 •《[称略）

石沢良昭、鹿岛 有希子、加藤栄一、遊佐男、 

宮沢正順、森由利亜、成揪良德、砂山 fê、

山田均

新刊紹介〔中国〕

S 林森編『牧女与蛋娘』
興 は 宏

銭林森編『牧女与s 娘』 （羊飼いのむすめと桑摘 

みの女） 一フランス•シノロ-グの中国古典詩鈴 

巣上海古藉出版社刊• 1 9  9 0 年 （383頁）

フランスの中国研究が長い歴史を持つことについ 

ては、中国でもすでに周知の事実だが、その成果が
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« 訳されて中国に紹介された先例となると、きわめ 

て寥々たるものである。その» 味で、 「南京大学古 

典文献研究所専刊J の一冊として本書が刊行された 

ことには. まことに大きな意義がある•中国の学界 

が、自国の文化に対する外国人の研究にも目を開く 

ようになった現状を顕著に示す出版として、十分な 

注目に® しよÔ»

編者の銭林森氏によると、この» の構想は、19 

8 4 年春、折からパリ第三大学に出講中であった同 

氏によって立てられ、フランスの中国学者たちのfâ 

力を得て編裹が進められた。収められた九人の学者 

の執筆になる十五» の論文は、フランスの学者の助 

言にもとづいて遏択されており、その点でいわば中 

仏両国学者の共同« 集の性格を帯びている。S 択の 

原則は、フランスにおける中国古典詩研究の歴史を 

示すとともに、最新の研究成果を代表するもの、ま 

た内容の多様性と同時に、視角や方法K の多様性を 

も反映するようなものということであり、中国の読 

者に一見してフランスでの研究の全貌をほぼうかが 

わせることのできるような配慮がなされている，全 

* の構成を次に示しておこう》 (fâ文の題目は、す 

ベて潢訳によるが、必ずしもその忠実な訳ではない• 

また埃文の番号は、筆者が仮りに付したもの）

序 程千帆（南京大学古典文献研究所所長）

序 ドナルド*ホルツマン 

序 ジャン= ビエ- ル*ディエニィ

1 中国の詩»:芸術 エルヴェイ•サン.ドニ

2 中国古典詩®:の三つの時期 カミーユ•アン

ボ- = ユア一ル 

3 中国古典詩概猞 ボ- ル•ドミエヴィル

4 禅と中国の特R  ボール•ドミエヴィル

5 中国の文学に描かれる山 ポ- ル•ドミエヴ

ィル

6 r詩経J の恋の詩 マルセル•グラネ

7 屈原綸ニ篇 フェレンツ•テ一ケイ

r雕 の 悲 》理論への貢献 

屈頂特派とその中国の詩歌への影*

8 羊飼いのむすめと桑摘みの女 ジャン= ビエ

- ル.ディエニィ 

9 「古特十九首 j のついて ジャン= ビエ一ル 

.デイエニイ

10 「七哀_|考 一 菁 描 の 「本辞」と r g楽j の»

辞をめぐって ジャン* ビエ一ル•デイ

エニイ

1 1 阮» 論ニ»  ドナルド•ホルツマン

不老長生の追求 

神秘主義
12 「春江花月夜j の内容と形式 程紀JJ 

1 3 李商除の詩»における短題詩 イヴ•エル

ヴェット 

訳者後記 銭森林

7 のテ一ケイ氏がハンガリーの学者であるのを除 

けば、すべて十九世紀半ばから現代に至るまでの中 

国文学研究を代表する顔ぶれが網菝されているとい 

ってよい• 内容面でいうと、 1から5 までが総綸的 

な性格を持つのにたいして、 6 から1 2 までは個別 

の作家•作品論によって構成するといった工夫もみ 

られる。

1のサン. ドニ侯爵（1 8 2 3 - 1 8 9 2 ) スタ 

ニスラス.ジュリアンに次いでコレ一ジュ• ド.フ 

ランス教授になった人で、始めて中国古典詩をフラ 

ンスに紹介したことで知られる》その唐詩のH 訳。 

Poésies de l’époque des Thang は、1 8 6 2 年に 

出版されており、19 7 7 年に新版がでた。本窨 所 

収の論文は、その序言の一部である。2 のアンボ- 

= ユア一ル（1 8  5 7 - 1 8  9 7 ) は、中国福領亊 

を務めたこともある外交官で、裒抆 の研究でことに 

有名だが、この文章はLa poésie chinoise du XIVe 

au XIXe siècle ( 1 8  8 6 ) の前言から取ったもの。 

この二人が十九世紀の人で、他はみな今世紀にÀ っ 

て活3 した、あるいは現在も活B 中の人ばかりであ 

る。日本でもよく知られた名前が多い。

その中で年代的に最も早いのはマルセル•グラネ 

( 1 8 8 4 - 1 9 4 0 ) で、その名著 Fêtes et 

chansons anciennes de la Chine ( 1 9 1 9 ) は、 

わが国でも内田智雄氏のH 訳があって、現在なおi売 

まれているが（『中国古代の祭礼と软 雄』）、 6 は 

原著の一部を訳出している。なおこの害の全訳は、

T中 国 古 代 的 祭 礼 与 と H して、19 8 9年に 

出版された。 （張銘速訳、上海文芸出版社刊）

グラネに次ぐドミエヴィル （1 8 9 4 — 1 9 7 9 )  

は、現代のフランス•シノロジ一の宗師ともいうべ
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き存在で、 3 は彼が第一嫌の研究者を動貝して»ん  

だ Anthologie de la poésie chinoise classique 

( 1 9 6 2 ) の序 1 であり、 ヨ-ロツバ文明の立場 

から見た中国古典詩の特K を巧みに説明している。

ディエニィ、ホルツマン、エルヴェツトの三氏は、 

いずれもドミエヴィル氏の学統に連なる現役の学者 

である，三氏それぞれに特色ある学a を以てm こえ 

るが、デ ィ エ ニ ィ 氏 の 「古持十九首 j 、ホルツマン 

氏の阮» •K 康、エルツマン氏の司馬相如にW する 

研究はつとに定評がある。 ディェニィ論文のうち、 

本畜のタイトルともなった8 の Pastourelles et 

magnanarelles ( 1 9 7 7 ) は、 中国の古®:ÎS「陌 

上 桑 j とフランス中世の牧ÏXを比較文学の方法珐 を 

用 い て 分 析 •考証した労作で、新鮮な問題提起に満 

ちている。 こうした研究方法に対する中国の学者の 

関心の強さが、 この論題を書名に退んだ寧実にも暗 

示されるようである，程紀 R 氏はフランスの中国人 

学者で、褙造主義論を用いた鋭利な詩箱を特色とす 

る。

巻末に付された« 森林氏の後紀は、 フランスにお 

ける中国古典詩研究の流れを跡づけて、示哇に富む。 

ドミエヴィル 氏 の 「フランスにおけるシナ学研究の 

歴史的展望 J ( 『東方学 J 3 3 • 3 4 、 原 文 は Ac­

ta Asiatica 11.1965) などと併せ読むことによって、 

フランス•シノロジーへの理解を深める一助となる 

であろう，本 S に示されるようなフランス入学者の 

研究方法に対して、 中国の学者がどのような反応を 

示すか、期侍を以て注目したい。

19 9 1、3、6

フランス窨

最新号の目次

— フ ラ ン ス の 雑 â志 力 、ら —

1 . J o u r n a l  A s i a t i q u e

tooe CCLXXVIII 3-4(1990) 

担 当 御 牧 克 己

â文

L. R o ç u ,  J e a n n i n e  A u b o y e r  ( 1 9 1 2 - 1 9 9 0 〉. （ジ卞

ニ ン ヌ •才 - ボワイエ追悼铮 >
S. Sroumsa. Shlomo Pinès： le savant, le sage.

(追 悼 銶 ：竿者/ 霣者シュロモ • ビネ）

Fr. Cri 1lot-Susini. Les textes de fondation du 
palais de Suse. ( スーサの宮殿建設の諸テクス

F )
M. Bernand. Al-Ghazâli. artisan de la fusion 
des systèmes de pensée•(思想体系Si合術の天才 

ア ル •ガザ - リ-)

J. samic. Traditions et mœurs des derviches de 

Bosnie (Yougoskavie), Aspect socio-culturel.
(ユ-ゴスラビアのボスニアの回教僭逢の伝統と 

風 習 ：社 会 •文化的側面）

Ch. Bouy. Matériaux pour servir aux études 
upanisadiques.11. しa Ramatâpinyupanisad. (ウ 

バニシャッド研究資料. （I丨）ラ - フ タ - ビ ニ - .

ウバニシヤ •ノド）

C. Clémentin-Ojha, La renaissance du Nimbârka 

sampradâya au XVle siècle. Contribution à 
ド étude d’une secte Kr$〇aï te• (十六世紀に於け 

るニムパ - ルカ派の宗教実践の很興：クリシュナ 

派の一京派研究への寄与）

M. Soymié. Observations sur les caractères 
interdits en Chine. (中国に於ける避îî字の考 

察 ）

2. E t u d e s  C h i n o i s e s

vol.IX-l(1990) 

担 当 興 腈 宏

論文

Thierry Pairault, Approches tontinière(pre«iè- 

re partie):de la France à la Chine par la Co- 

chinchine et autres lieux. (トンチン年金の研 

究（1 ) - フランスからコーチ•シナ等を経て中国

へ）

Chridtian Lamouroux, Espace et peupleoent dans 

la Chine des Song: la géographie du bassin de 

la Huai au Xle siècle• (宋代中 国 の 土 地 と 人 口  

- 十一世紀河推流域の地理）

Jean-François Billeter, Conaent lire Wang Fu- 

zhi?(王夫之をいかに嫌むか〉 Jean-Pierre Dié- 

ny, Mythologie et sinologie.(神話学と中国学）
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Jacques Guillermaz, Une vie pour la Chine. Mé- 

noires.1937-1989. par John K. Fairbank. 

Dooinique Liabeuf et Jorge Svartzaan (eds.), 

l/oeuil du consul. Auguste François en Chine 

(1896-1904). par Christine Nguyen 

Jacqueline Thévenet, Le lana d’Occident. Éva- 

riste Hue, de la France en Tartarie et du Ti­

bet en Chine. 1813-1860. par Françoise Aubin 

Pierre-Antonie Donnet, Tibet port ou vif, par 

Françoise Aubin

Janice Stockard, Daughters of the Canton del­

ta: marriage patterns and econoaic strategies 

in South China, 1860-1930. par Isabelle Thi- 

reau

Marie-Claire Bergère, Lucien Bianco, Jurgen 

Dones(eds.), La Chine au XXe siècle._j>re*ière 

partie： D^une révolution à rautre(1895-1949) 

par Alain Roux

Patrice de Beer, La Chine.le réveil du dragon, 

par Jean-Pierre Cabestan 

Pierre Gentelle(ed.), L^tat de la Chine, par 

Jacques Guilleraaz

Vu Hung, The Wu Liang Shrine: the ideology of 

early Chinese pictorial art, par Michèle Pi- 

razzoli-t*Serstevens

Jean-François Billeter, L*art chinois de ré­

criture. par Léon Vanderaeersch 

Shuen-fu Lin et Stephen 0wen(eds.), The vita- 

lity of the lyric voice: shih poetry froa the 

late Han to the T’ang. par Donald Holznan 

Anne D.Birdwhistell, Transition to neo-Confu- 

cianisn:Shao Yun/? on Knowledge and synbols of 

reality. par Anne Cheng

Claudine Salnon(ed.)v Literary iigrations.Tra- 

ditional Chinese fiction in Asia(17-20th cen­

turies). par Françoise Aubin 

Patrick Carré, Le Palais des nuages.: Jean Lé­

vy, Le rêve de Confucius, par André Lévy 

A.Giacoiai et al.t Lexique français-chinois de

la physique, par Georges Métailié 

新刊紹介

Lao She. Un fils tpabé du ciel.trad. Lu Fujun 

et Christine Hel. par Paul Baddy 

Pa Kin, Autonne, trad. Edith Sinard-Dauverd. 

par Paul Bady

Zhang Jie,Galére. trad. Michel Cartier et Zhi- 

tang Drocourt. par Anne Curien 

Zhang Xinxin, Le courrier des bandits, trad. 

Emmanuelle Péchenart et Robin Setton. par An­

nie Curien

Bibliographie 1989 (文献目録)

追悼文

Kwong Xing Foon 度歓（1944-1990) par Jean-

Pierre Diény

3. i M  幸S  T* o u n g  P a o

vol.LXXV. Livrs.4-5 

担当高田時雄

» 文

Wang Hsiu-huei, Vingt-sept récits retrouvés du 

Yijian zhi.(夷里志に見える二十七の物語）

Wong Siu-kit 黄兆傑 and Lee Kar-shui 李家樹， 

Poems of Depravity： a twelfth century dispute 

on the moral character of the Book of Soidjs. 

(淫時：時經の道德性にM する十二世紀の謎論） 

G.Arbuckle, A note on the authenticity of the 

Chunqiu Fan lu 春秋繁R, The Date of Chunqiu- 

fanlu chapter 73 Shan Chuan song 山川頌.（春秋 

繁» 真« 考、その第七十三山川頌の年代）

James ÎLHargeU, Playing Second Fiddle： the 

Luan-bird in Early and Médiéval Chinese Lite- 

rature•(第二ヴァイオリンの浪奏：古代中世中國文 

學における鷲）

文

Rafe de Crespigny, The First Empires of China. 

(最初の中華帝H )， John K. Fairbank & Michael 

Loewe, eds., The Cambridge History of China, 

Vol. I:The Ch* in and Han Empires，221 B,C.-A. D. 

220に對する害評）
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K. Lldema, Some Recent Studies of Chinese Poe- 

tics•(中B 詩にWJする最近の研究)，1)Jaines丄Y. 

Liu, Language. Paradoxê  Poetics. A Chinese 

Perspective; 2) François Jullien, La valeur 

allusive. Des catégories originales de V in­

terprétation poétique dans U  tradition cM- 

noise; 3) Günther Debon, Chinesische Dichtung, 

Geschichte, Struktur- Théorie； 4) Mein Weg 

verliert sich fern in weissen Wolkôn. Chine- 

sische Lyrik aus drei Jahrtausenden. Eine An­

thologie, übersetzt und erlâutert von Günther 

Debonに對する書評）

* 評

Pauline Yu, The Reading of Ima^ery in the 

Chinese Poetic Tradition, par B.LIdema 

Stuart R. Schram, ed. f The Scope of State Power 

in China, par A.J. Saich 

Silvia Freun Ebner von Eschenbach, Die Ent- 

wicklun; der Wasservirtschaft im südosten 

China in der Sûdlichen Sung-Zeit anhand einer 

Pallstudie, par E.B.Vermeer 

Roderich Ptak & Siegfried Englert, herausg., 

Ganz allaiâhlich: Aufsàtze zur ostasiatischen 

Literatur,_ insbesondere zur chinesischen Ljr- 

rik, par J.-P.Diény

Reinhard Emmerich, Li Ao(ca*772-ca.841), ein 

chinesisches Geelehrtenleben, par William H. 

Nienhauser, Jr,

R. Kent Guy, The Emçeror*s Four Treasuries, 

Scholars and State in the Late Ch îen-lung 

Era, par W.LIdema

Stanley Weinstein, Buddhisn under the T*ang, 

par Antonino Porte

Claudine Salmon， ed” Literary Migrations, par 

André Lévy

通 報  roungPao, Vol.LXXVI, Livr.1-3 

输 文

Florence Hu-Sterk, Sémantique musicale et tra­

dition chinoise： une controverse millénaire 

autour d*un poème de Han Yu.(音楽論と中國的傅 

統 ：韓愈詩をめぐる千年の論爭）

Allen J.Chun, Conceptions of Kinship and King- 

ship in Classical Chou China•(周代における親族 

と宗の« 念）

Serge Franzini, Un texte médical disparu en 

Chine depuis le XVIIe siècle conservé à la 

Bibliothèque Nationale de Paris: le Maijue 

Zhengyi脈 抉 正 義 de Ma Shi馬蒔.（十七世紀以来 

中國で佚害とされていた國立圚害館所蔵の酱 學書： 

馬蒔の脈訣正義）

Françoise Lauwaert, Comptes des dieux, calculs 

des hommes: essai sur la notion de rétribu­

tion dans les contes en langue vulgaire du 

17e siècle.(神の計算、人 の 勘 定 ：十七世紀の話本 

小說 における應報の概念について）

«If
Andrew H.Plaks, The four Masterwoks of the 

Ming Novel Ssu ta ch’ i-shu, par André Lévy 

Michèle Pi rrazzo1i-T* serstevens(ed. )f Le Yuan- 

mingyuan, Jeux d*eau et palais européens du 

XVIIIe siècle à la cour de Chine, par Alain 

Thote

À Sélective Guide to Chinese Literature 1900- 

1949, Vol.I： The Kovel, edited by Milena 

Dole2elovâ-Yelingerovâ; Vol.II: The Short 

Story, edited by Zbignew Slupski, par Anne 

Sytske Keyser

S. Robert Ramsey, The Language of China; Jerry 

Norman, Chinese， par Jeroen Wiedenhof 

Dore J. Levy, Chinese Narrative Poetr^ the 

Late Han throuçh T*ang Dynasties, par W. L. 

Idema

Chih-p ing Chou, Yüan Hungjtao and the Kung- 

an School, par W.LIdeœa 

Patrick Hanan, The Invention of Li Yu, par W.L 

Idema

Anne Birrell, Popular Songs and Ballads of Han 

China, J. -P.Diény
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会貝消息

原 実 氏 、スウェーデン 

王立学士院外国人会員に

本会元E 亊、原実氏（東京大学名誉教授、印度文 

学）は、スウェーデン王立文学•歴史•古代文化学 

士院（The Royal Swedish Acade^y of Letters， 

History and Antiquities)の1990年11月6 日の会議 

に於て、その哲学•文献学部門外国人会貝（foreign 

member of the philosophical-philological class 

of the Akadeœy)に逍出された*人文科学では我が 

国で初の栄誉であり、この朗報に接し、一同心から 

お祝い申し上げる。

* * *

原実氏は1930年* 根県生まれ•故辻直四郞氏にイ 

ンド学の手ほどきを受け、1955年ハーヴァード大学 

留字、Ph.D•取得。若くして『マハーバーラタJ 十万 

詩節を読破し、叙事詩研究の泰斗となった。 主著 

Î古典インドの苦行J (春秋社*1979年）を始め涂 

文多数。ことに50編を越える英文論文が評価されて 

今回の退出となったものと思われる。国際サンスク 

リット学会副会長。

会貝消息

ノ ズ ノ レ ム • フ デ ミ 、ソ ク ^ t

大谷暢順氏に

本会会貝大谷輾順氏（本願寺雑持財団理亊畏> は 

親* の 「歎異抄」や安部公房の「他人の顔」を仏訳 

し、日仏文化の交淀に努めた功« などにより、この 

ほ#•フランス政府よりパルム•アカデミック章を授 

けられた。

会貝消息

会員の出版物
( 1 9  8 8年〜8 9 年）

赤松明彦

f大乗仏典、中国•日本》j 第一卷「大智度îêj 

梶山雄一•赤松明彦共訳 ( 1 9  8 9, 8 ) 

グロータース

『糸魚川苦語地図•上巻』柴田武•グロータース 

共著（秋山窨 店• 19 8 8)

«池信夫

r漢《思想史研究J (明治軎 院• 1 9 8 8 、 11) 

石川米雄

A Glossarial index oi the Sukhothai Inscrip­

tions. Bangkok: Aaarin Publication,1989(with 

O.Akagi.N.Engo, Nidhi Aewsrivongse, Aroonrut 

Wichienkeeo) 253p.

石»良昭

fアンコ一ル•ワット』 （日本テレビ出版部，1 

9 8 9 )  rアジア•美の様式j (連合出版. 1 9  

8 9)

彌永悟美

『歴史という牢獄一ものたちの空間へ一J (甭 土 

社 • 1 9 8 8 )

イザベル•シャリエ

「十八世紀から明治の末までの日本絵画史展開」 

(パリ•ソルボンヌ大学博士编 文、1 9 8 9 )

中村璁八

『都氏文集全》 (共著）』 （汲古書院• 1 9  8 8、 

12)

『易のニューサイエンス（共訳）J (東方軎 房* 

19 8 9、 10)

加藤純章

「経S 部の研究』 （春秋社. 1 9  8 9 、 2)

川口久雄

『三訂平安朝日本漢文学史の研究下』 （明治書院 

• 1 9 8 8 X 1 2 )

小谷幸雄

『遠心と求心一私の比較文學修業一』 （校倉書房 

• 1 9 8 9、3 )

大地原#

『公女マ- ラヴィ力- とアグニミトラ王、他ー篇j 

(岩波文庫、19 8 9、3 )

18



尾崎正治

r抱朴子•列仙伝』鑑賞中国の古典 9 (共著)

(角川軎 店• 19 8 8、 7、3 0)

高崦直道

『如来蔵思想I』 （法 館 . 1 9 8 8 、 12)

『宝性法i インド古典》畲 （講談社• 19 8 9 、

7 )

( 1 9  9 0 年以降）

Frédéric GIRARD, Un moine de la secte Kegon à 

l'époque de Kamakura, Hyôe (1173-1232) et le 

"Journal de ses rêves". Publications de 1’Ê- 

cole Française d'Extrême-Orient, vol.CLX, 

Paris,1990.

今技ニ郎（編集代表） 吉岡義登著 作 集 全 五 卷

(五月S 房、1990完）

川口久雄 源氏物語への道一物語文学の世界一

平安朝漢文学の開花一詩人空海と

道真一 （吉川弘文館、 1991)

小林正美 六朝道教史研究 （剣文社、 1990)

高崎直道 聖 徳 太 子 •盜 真 （大 乗 仏 典 1 6 )

(中央公論社、 1990)

平 川 彰  平 川 彰 著 作 集 全 15 # ( 刊行中）

(春秋社）

松原秀ー 異教としてのキリスト教

(平凡社、 1990)

関 連 出 版 物

Jean-Pierre Diény (ジャン= ビエール.デイエ 

ニ）， Le symbolisme du draeon dans la Chine 

antique ( 古代中国の龍の象徴)，Bibliothèque de 

l'Institut des Hautes Etudes Chinoises. Vol.XX

Vi l .パ リ 1987

Hartmut O.Rotermund (éd.)(ハルトム一ト.ロ テ 

ルムント）. Religions. Croyances et Traditions 

populaires du Japon (日本の宗教と民間信仰、民 

間伝承） 1 , パ リ 1988 Maisonneuve SLarose 

KWONG Hing Foon (鄺慶歓）. «fane Zhaoiun (王昭 

君）. Mémoires de l’Institut des Hautes Etudes 

Chinoises. Vol.XXVII. 1986 パ リ 〔博士論文〕

〇退會者

宮 川 尚 志 1990.12.28 

前 田 專 學 1991.3.31 

松本浩一 1991.3.31

〇新入會員

井狩彌介(IKARI Yasuke)1990.12.27入會

(京都大学人文科学研究所教授、インド祭式) 

山折哲雄(YAMA0RI Tetsuo)1991.1.4入會

(國際日本文化研究センター教授、宗教思想史） 

坂本 (後藤)純 子 1991.3.15入會

(大阪大学文学部非常動講師、中期インド•アーリ 

ア語、とくにバーリ齬の言語と文献）

成瀬良徳 (NARUSE Yoshinori)1991年3月27日入會

(大正大學講師、宗教學、身趙をめぐる神秘思想に

ついて）

鹿島有希子(KASHIMA Yukiko),1991年3月27日入會

(東洋大爭大學院、平安文學）

湯川武(YUKAWA Takeshi),1991年3月31日入會

(慶應大學教授、イスラム中世史）
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〇住所*更 

«田正美

堀池《夫

小河織衣

增尾伸一郎 

通山明

〇物故者

大地原*,金岡照光

フランスからの来日

カルマール教授の来日
報告羽 田 正

日仏東洋学会が日仏学者交換事業の一環として申 

ISしていた：fean CALMARD先生の招聘が、このほど日 

仏会館学術委貝会（秋山光和委貝S ) によって採択 

された• 先生はCNRSの教授 （Directeur de re­

cherche) で、 御専門はイスラム時代イラン史。宗教 

社会史に特に御造詣が深い。J.Aubin教授のあと、フ 

ランスイラン学を代表する学者であり、 Encyclo» 

paedia of Isla■やEncycïopaedia Iranicaに健筆を 

ふるっていらっしゃるのでご存じの方も多いだろう。 

現在の御間心は、前近代から近代にかけてのイラン 

における宗教勢力（ウラマー）と政治との関係で、 

ホットな現代史的テーマでもある。本年U 月中旬か 

ら下旬にかけて2遇間の予定で来日され、日仏会館、 

東洋文庫、京都大学羽田記念館などでの御請湏が予 

定されている。これまで、本会の活動は、中国学、 

インド学などどちらかといえばアジアの中でも東に 

儸った形で行なわれてきたが、言うまでもなく、フ 

ランス東洋学の中での主流は、中東イスラム世界の 

研究である。従来、この分野におけるフランス人学 

者の公式の来日は、 きわめて数が少なく、 今回の 

Calaard先生の肪日が、日仏東洋学交流の新しい一頁 

となることが期待される。なお、本件に関するお問 

い合わせは、羽田正（勤務先03-3812-2111 ex.5886, 

自宅045-901-3750)までお願いします。

平成ニ年度総会報告

報告田中文雄

平成2 年度会貝総会は、平成3 年3 月2 7 日 （水 

東京•お茶の水の日仏会館において行われた。当日 

は昨年同様生憎の雨襖様となってしまった。ここ数 

年、東京での総会は学会事務局の置かれている早稲 

田大学のご好意で大隈会館を利用させていただいて 

いたが、現在工事中とのことで、本年度は会場を移 

して総会を行った。M 西方面から興指代表幹事、坂 

出 •御牧•中谷•浜田の4 枰讲 貝•幹事の計5 名の 

方が雨中にもかかわらず遠路来京された。在京の福 

井会長、加藤評讲 貝を含め8 名の評进 貝•幹事が出 

席し、他に1 8 名の会貝が# 加された。春の冷たい 

雨のため、 1 ヶ月以上季節が逆戻りしたような寒さ 

の中、熱心女肘級と会貝相互の想親がなされた。

総会に先立ち、 1時より日仏会館内フォワイエに 

て、役貝会を行った。出席者（敬称略、ABC傾）は、 

裼并、浜田、羽田（正）、彌永（信）、加藤（純）、 

興W 、京戸、前田、御牧、中谷、坂出、田中（文）、 

山田* 学会役貝補充選出•第6 回日仏コロックなど 

多くの諶題を3 時3 0 分まで肘雄し、終了後ただち 

に会館内会» 室での総会に移った。

総会は興W 代表幹事の司会により、 3 時3 0 分よ 

り始められ、開会に当たり本年度物故された大地原 

S 顯問ならびに金岡照光会貝の冥福を折り黙祷を捧 

げ、« いて次のように進行した。 （敬称％)
1•開会の辞 粟原圭介

2 . 参加者自己紹介

3 • 総会！《事 （Ü S  福并文雅）

A. 窖 雄 亊 項  

( 1 ) 学会役貝の補充a 出

本会k 亊•推薦委員会委貝の原買先生が一身上の 

理由により退会されたため、監事と推薦委員会委貝 

のa 出が行われ、併せて学会発展のため評进 貝の補 

充をした。その結果以下の方が进 出された。なお、 

任期は前任者残任期間とした。

評議貝 桑山正進

推薦委貝会委員 加»純章

監事 池田温
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(2 ) 会計報告 

羽田正会計幹事より平成2 年度決B 報告および平 

成 3 年度予》案の説明があり、 承認された。 別表参 

照。

なお、 福井会長、 羽田幹事の努力により会費を滞 

納されていた会貝から会費が送金され、 会费 収入は 

予算を大幅に上回る增収となり、 ®沢とは言えない 

が、 学会の運営は以前より楽になりつつある。

( 3 ) 第 6 回日仏コロック 

中谷英明幹事より、 本年 9 月にフランスで開催さ 

れる第 6 回日仏シンポジウムの準備状況について説 

明があった。 また、 山田利明評a 貝から中国部会の 

準備状況について補足説明がなされた• 詳しくは、 

『通f ê j第 1 3 号の別稿に記載されるので、 ここで 

は槪要だけを記す。

① 今回のテ- マ は 『諸地域文化への仏教の適応j ( 

L'adaptation du Bouddhisne aux cultures

locales)とし、 1 9 9 1 年 9 月 2 3 日から2 7 日ま 

でパリで開催される予定である。 これに対して日本 

からは、 各 分 野 （日本学 •束南アジア学•チベット 

学 •教煌学 •中国学 • トルコ学•インド学）からオ 

ブザーバ- も含めて3 0 余名の研究者が#加を予定 

している

②  当初フランス側の意向では、 フランス外務省から 

の援助は打ち切られるとのことであったが、維統し 

て援助を受けられるようになった。

③ 会謙は主会18場と専門部会とに分け、 主会謀場で 

は日仏双方から各1 0 名ずつが発表を行う。 フラン 

ス側からは、 発表はテーマに沿ったもので、専門的 

な細部を問H にするものではなく、 領域外の研究者 

にも興味深い理祐的、 全体的な視点を提供するもの 

であることが要望されている。特に主会» 発表者は、 

留意されたい。

④ 東洋学M 係のフランス側組織は、 バ ザ ン （Louis 

BAZIN) • フユスマン（GèrardFUSSMAN) • シヅベ- 

ル （Kristofer SCHIPPER〉 の 3 教授が責任者である。 

日本側は、 以下のような組織である。

代表者 秋山光和

霣任者 福井文雅

霤記 中谷英明

東南アジア学関係速絡者石沢良昭 

中国学M 係連絡者 山田利明

なお、 参加申し込みの期限は遇ぎているが、 参加 

希望があればM 係者まで申し出てほしい* ただ、 主 

会議での発表は人数のM 係で無理であり、# 門部会 

の発表にしてほしい• また、 当部会の発表の使用言 

i吾は、 フランス掊とは限定しない•

B. 報 告 事 項  

( 1 〉興腿代表幹事より、 以下の会務報告があった。 

a • 現在会員数は、 1 3  0 名を越えた。 しかし、 

今後とも会貝拡大に努力したいので、 各会 

貝の協力をお願いしたい。 

b • 会 誌 r通信』は、 従来通り年2 回発行して 

いる。 第 1 3 号 （今号）は、 総会の報告等 

を載せ、 4 月初めに発行の予定である。 ま 

た、 『通信』会員消息に載せるT» 報を寄せ 

てほしい。

c • 会 貝 名簿は、 1 9  8 9 年に作成したが、 そ 

の後会貝の增 加、 移動があり新たに作成し 

『通信J 第 1 3 号に掲載する。

( 2 ) 日仏会館学術委貝会から当学会への連絡（『 

通倍」第 1 1 号参照）を興i»代表幹寧が伝え、 日仏 

会館担当者からも説明を受けた。 内容は、 「日仏学 

者交換」希望者募集の件、 「日仏共同研究j 男:菜の 

件、 「渋沢 • クロ-デル« J 推薦の件である。 3 件 

とも、 今までのところ当学会会貝からの申し出はな 

かった• 計画のある会貝は、 代表幹車まで申し出て 

ちらいたい。

4 . 閉会の辞 中村璋八

総会終了後、 5 時 3 0 分より前田繁樹氏の司会で、 

同会！«室にてカクテル•ノ テ ィ を 行 っ た。 多忙中 

にもかかわらずセカルデイ（Hubert CECCALDI、 フ 

ランス国立高 等 研究院教授 •仏日海洋学会副会長） 

日仏会館フランス学長がおみえになりご挨拶いただ 

いた。 統 いて、 加K 純 章 氏によりフランス語での乾 

杯の発声があり、 会貝各位に想 親と意見交換がもた 

れた。 また、 小河雉 衣女史•蘆田孝昭氏からも近況 

報告をいただき和やかに進行し、 7 時、 坂出祥仲氏 

の閉会の辞で終了した•

会場を提供して下さった日仏会館、 および会館閱  

係者に深く « 謝し、 厚くお礼申し上げたい*
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日仏東洋字会平成2 年度決真報告

◊収入の部

1 f f  s

予》額 決算額 対予算超過額

; 苷通会s 会費 250,000 359,000 +109,000

前年度轻 越金 295.939 295.939 0

日仏会館補助金 40,000 36,720 -3,280

利子 0 1.599 + 1，599

合 計 585.939 693.258 +107,319

◊支出の部

费  目 予算額 決算額 対予算超過額

印刷費 200.000 129.000 -71.000

通信費 100.000 64.588 -35,412

会謀費 30,000 0 -30,000

消耗品費 10.000 9.952 -43

支払報酬》 40,000 53.300 +13,300

雑® 45.939 0 -45,939

予備費 160,000 0 -160.000

L 合— 計 —
585,939 256.840 -329,099

総収入一珐 支出：693,258-256,840=436,418
平成2年度残金 436.418円は、平成3 年度への繰越金とする.

以上の通り相連ありません.
平成3 年 3 月丨7 日

日仏東洋字会会計監事

代、3 1 i , 録
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日仏束洋字会平成3 年度予算案

◊収入の部

H  目 2 年度予》 3 年度予算

普通会員会® 250,000 250,000

前年度繰越金 295.939 436.418

日仏会館補助金 40,000 40,000

利子 0 0

合 計 585.939 
■■ヤ —— =

726.418

◊支出の部

費 目 2 年度予算 3 年度予算

印刷費 200,000 160,000

通信費 100.000 100,000

会議费 30,000 30,000

消耗品* 10,000 15.000

支払報酬費 40.000 60.000

味費 0 50,000

45.939 50,000

予倜》 160.000 261.418

合 計 585.939 726,418
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原 實
HARA Minoru

服 部 正 明  
HATTORI Masaaki

平 井 宥 慶  
HIRAI Yuhkei

平川 彰
HIRAKAWA Akira

廣 川 堯 敏
HIROKAWA Takatoshi

堀 池 信 夫  
HORIIKE Nobuo

市 古 貞 次  
ICHIKO Teiji

井 狩 彌 介 *
IKARI Yasuke

池田 温
IKEDA On

生田 滋
IKÜTA Shigeru

今 枝 ニ 郎  
IMAEDA Jiro

石 田 秀 實  
ISHIDA Hidemi

石 田 憲 司  
ISHIDA Kenji

石 井 米 雄  
ISHII Yoneo

石 澤 良 昭  
ISHIZAWA Yoshiaki

ISHIZUKA Harumichi

岩田 孝
IWATA Takashi

彌 永 信 美  
IYANAGA Nobumi



彌 永 昌 吉
IYANÀGA Shokichi

井 简 俊 彦
IZUTSÜ Toshihiko

KAJIYAMA Yuichi

柿 市 里 子  
KAKIICHI Satoko

上 村 勝 彦  
KAMIMÜRA Katsuhiko

金谷 治
KANAYA Osamu

神 田 信 夫  
KAMDA Nobuo

狩 野 直 禎  
KANO Naosada

鹿 島 有 希 子  
KASHIMA Yukiko

加 藤 純 章  ，
KATO Junsho

加 藤 周 一  
KATO Shuichi

川口 久雄 
KAWAGÜCHI Hisao

川 合 康 三  
KAWAI Kozo

川 本 邦 衞  
KAWAMOTO Kunie

川崎ミチコ 
KAWASAKI Hichiko

喜多村惠子 
KITAMURA Keiko

小 林 正 美  
KOBAYASHI Masayoshi

小 谷 幸 雄  
KOTANI Yukio
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興睹f 宏
KOZEN Hiroshi

照 渾 精 次
KUMAZAWA Seiji

栗 原 圭 介  
KÜRIHARA Keisuke

楠 山 春 樹
KUSUYAMA Haruki

桑 山 正 進  
KUWAYAMA Shoshin

京 戸 慈 光  
KYODO Jiko

ルルム、 シ>  ン= マ!)ィ 
LOURME^ Jean-Marie

前 田 式 子  
MAEDA Noriko

前 田 繁 樹  
MAEDA Shigeki

增尾伸一郎 
MASUO Shin* ichiro

松 原 秀 ー  
MATSUBARA Hideichi

御 牧 克 己  
MIMAKI Katsumi

三 崎 良 周  
MISAKI Ryoshu

宮 崎 市 定  
HIYAZAKI Ichisada

宮 澤 正 順  
MIYAZAWA Masayori

资 安  孝 夫  

MORIYASÜ Takao

«froshi

中村 元
NAKAMÜRA Hajime



中村 琢八 
NAKAMURA Shohachi

中谷 英明 

NAKATANI Hideaki

成 瀬 隆 純
NARUSE Takazumi

成 瀬 良 徳
NARUSE Yoshinori

小 河 辙 衣  
0G0 Orie

岡 本 さ え  
0KAM0T0 Sae

岡 本 天 晴  
0KAM0T0 Tensei

丘山 新
OKAYAMA Hajime

岡山 隆
OKAYAMA Takashi

大久保泰甫 
OKÜBO Yasuo

0M0T0 Keiko

小 名 康 之  
ONA Yasuyuki

大谷暢順 
OTANI Chojun

尾 崎 正 治  
OZAKI Masaharu

定方 晟 
SADAKATA Akira

齊 藤 希 史
SAITO Mareshi

坂 出 祥 伸  
SAKADE Yoshinobu

酒 井 忠 夫  
SAKAI Tadao
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坂本（後藤）純子 
SAKAMOTO-GOTO Junko

樓 井 清 彦  
SAKURAI Kiyohiko

里 道 徳 雄
SATOMICHI Norio

澤 美香
SAWA Mika

サ• イテ•ル、 アンナ 
SEIDEL、 Anna

白 杉 悦 雄  
SHIRASUGI Etsuo

白 戸 わ か  
SHIRATO Waka

庄垣内正弘 
SHOGAITO Masahiro

菅 原 信 海  
SUGAHARA Shinkai

鈴木まどか 
SUZUKI Madoka

鈴木 蘆
SUZUKI Tadashi

髙橋 稔
TAKAHASHI Minoru

髙 崎 直 道
TAKASAKI Jikido

髙 田 時 雄  
TAKATA Tokio

武 内 紹 人  
TAKEUCHI Tuguhito

田 中 文 雄  
TANAKA Fumio

TATENO Masami

徳 永 宗 雄  
TOKUNAGA Muneo



礪波 護
TONAHI Mamoru

坪 并 夢 明  

TSUBOI Yoshiharu

都 留 春 雄
TSURU Haruo

梅原 郁 
UMEHARA Kaoru

和 田 久 徳  
WADA Hisanori

渡會 顯
WATARAI Akira

八木 徹 
YAGI Toru

山田 均 
YAMADA Hitoshi

山 田 利 明  
YAMADA Toshiaki

山 本 澄 子  
YAMAHOTO Sumiko

山 本 達 郎  
YAMAMOTO Tatsuro

山 折 哲 雄  
YAMAORI Tetsuo

矢 野 道 雄  
YANO Michio

吉 田 敦 彦  
YOSHIDA Atsuhiko

吉 田 敏 行  
YOSHIDA Toshiyuki

吉田 豐
YOSHIDA Yutaka

湯川 武
YUKAWA Takeshi

由 木 義 文  
YUKI Yoshifumi
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遊佐 昇
YUSA Noboru 明海大學外國語學部講師

湯山 日月
YUYAMA Akira 國際佛教學研究所長

暑気も和らぎ、清々しい秋風の立つ季節も間近と 

なりました。皆様には益々ご«勝のことと择 察申し 

上げます。 『通信』第13号の発行は予定より半年近 

くも延引しました。いろいろ予期せぬこともありま 

したが、なによ0 ® 臬子の怠馒 によるもので、深く 

お詫び申し上げます。

京都大学から上智大学にお移りになった石井米雄 

先生からは学会消,& 「ロペール•ランガ先生以後j 

を、興腌宏代表幹事からは新刊紹介「銭林森轵 『牧 

女与S 娘J j を頂きました《大変興味深い記事をお 

寄せ下さり有« うございました。

大地原豊氏を追悼して親友* 田«次先生が一文を 

お寄せ下さり、碑牧幹事にワ一ブロ入力頂きました。 

大地原氏を知る人は睢しもその魅力溢れる精神の消 

失を嗅かずにおれまいと思います。故ルイ•ルヌ~  

教授に対して謂わば兄弟弟子であったコレット•力 

ヤ女史（フランス学士院会員）は近刊の-Bulletin 

d'Etudes Indiennes”に追悼文を寄せ、 "Comment, 

en effet, ne pas être fier d'avoir été l'élève 

ou l’ami d’un tel naître?”と記しておられま 

す。

高田幹事制作の新名» を巻末に添えました。ご利 

用下さい*

次号には第6 回日仏シンポジウムの模様をお伝え 

することができようと思います。他の記事もどしど 

しお寄せ下さいますよう。 （H. N . )

投 稿 _ 規  t

会員諸氏からの投稿を募ります。

できればNECのPC-98を用い、以下の設定の「一太 

郎j (ver.3 / ver.4)でÂ 力したフロッピーまたは 

打ち出し原稿をお送り下さい0

用紙サイズ：A 4  1行 文 字 数 ：46

1ページ行数：41 上端マージン：23

下端マージン：27  左端マージン：3 2

右端マージン：9 0 

もちろんお手持ちのワープロで上記設定のごとく 

印刷した原稿でも結構です。

なお手書き原镝 は、当方で入力致します。
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